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研究成果の概要（和文）：匈奴時代の製鉄工房・窯業址が集中するモンゴル国ホスティン・ボラク遺跡群におい
て、匈奴国家の生産活動の解明とそれらの遊牧国家における意義の解明を目的に、各種生産関連遺跡の現地調査
と土器・瓦・センの製作技術研究を実施した。その結果、遺跡群における製鉄工房と窯業址の分布状況と規模、
窯址や関連遺構の特徴を明らかにした。さらに、製品が出土する周辺の土城の出土品と生産址の製品の比較を行
い、生産地と消費地間の供給関係を検討した。また、出土瓦・セン・土器の製作技術の検討、周辺地域との比較
研究を進め、中国北方地域との関係を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：In this research for the purpose of elucidating the production activities in
 the Xiongnu empire and their significance in the nomadic society, the field survey of the ceramic 
workshop sites in Khostyn Burag site group(KBS) and the research on the technique of Xiongnu ceramic
 production of potteries, roof tiles and bricks were conducted. As a result, The distribution of 
various production workshops and their each scale in KBS, and the characteristics of kilns and 
related features were clarified.
Furthermore, the excavated goods unearthed from neighboring fort sites  were compared with the 
products of ceramic kilns, and the supply relationship between production area and consumption 
places were examined .
In addition, the research on the production technologies of the roof tiles, bricks, and potteries 
and the comparative study on them with the surrounding areas were advanced, and the relationship 
with the northern peripheral area of China was clarified.

研究分野：北東アジア考古学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
紀元前３世紀から紀元２世紀に、匈奴は、ステップ地帯に最初に強力な政治体を形成し、その後の遊牧国家にも
継承される統治システムを作り上げた。しかし、その生産基盤や経営の詳細は、史料の乏しさのため明らかにさ
れていない。本研究は、遊牧国家を支えた生産遺跡に注目し、それらの実態と遊牧国家における意義の解明を目
的とした。その結果、匈奴の窯業生産の実態の一端を明らかにした。本研究により、従来の単純な遊牧社会観の
見直しと生産・経営という視点からの新たに遊牧国家像の構築を促す。このことは、国家概念の歴史的検討や、
現在のステップ地帯における持続可能な国家経営の在り方を考える上で、重要な資料を提供できよう。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
北方草原地域では、匈奴～モンゴルなど多数の遊牧国家が形成された。しかし、それらの評
価については、農耕地帯を中心とした文明観や国家観では解釈が困難な部分が存在し、かつ史
料も少なくその実態に不明瞭な部分が多いことから、評価が定まっていない。そのため、経済
基盤や生産力等の分析を欠きながら、史料で強調された軍事力のみが評価されてきた。しかし、
近年の発掘調査により，草原地域における定着的な集落，城郭、農耕の存在，大規模な金属・
窯業生産などの事実が確認され，遊牧国家・社会観の見直しが必要とされている。本研究は、
新たな考古資料から、従来の征服王朝国家観とは異なる視点から遊牧国家を解釈することを目
指した。 

 
２．研究の目的 
本研究は、紀元前３～紀元４世紀に、農耕が主生業とされていない北東アジアの草原地帯・
森林地帯で生まれた政治統合体である初期遊牧国家匈奴の形成過程と性格・特性を、生産基盤・
集落都市形成・中国・中央アジア等との地域間交流等に注目し、さらに後世の諸遊牧国家との
比較を行いながら、考古学的に検討・解明することを目的とする。この作業により、従来の農
耕中心地域をモデルに形成された国家観とは異なる草原地域の政治権力形成過程をモデル化し、
従来の遊牧国家＝軍事国家・征服王朝のモデルとは異なる新たな遊牧国家観を確立し、さらに、
諸遊牧国家間の生産・国家システムの継承の実態、くりかえされる興亡の要因等についても再
考しようとするものである。 

 
３．研究の方法 
 初期遊牧国家匈奴の国家経営実態を、土城・生産遺跡が集中するモンゴル・ケルレン川上流
域の現地調査（発掘・一般調査）、モンゴル・ロシア・中国等の関連地域における資料調査、考
古科学的研究（年代測定・材質分析・被熱分析、人骨等の人類学的検討、動植物遺体同定）を
併用して、集落・都市の形成・経済基盤を主要な視点において、明らかにする。さらに、中国・
中央アジア・極東等の周辺地域との地域間交流の実態や遊牧国家間の継承関係を、関連する考
古資料の比較・分析から進める。以上の成果から、草原地域における国家形成・経営モデルを
考察する。さらに、関連各国との共同研究、全体会議、国際研究集会を通して、調査研究内容
の検討を進め、成果の総括を図る。 
 
４．研究成果 
(1)モンゴル・ケルレン川上流域に位置するホスティン・ボラク遺跡群の一般調査を実施し、青
銅器～モンゴル時代における遺跡群の分布状況を明らかにするとともに、匈奴時代の生産遺跡
の分布と広がりを確認した。その結果、平坦な河岸段丘上の東西約７km、南北約 2km の範囲に、
製鉄工房群と土器・瓦窯跡が、それぞれまとまりをもって分布することが明らかにされた。窯
址群は段丘の東南部に点在し、製鉄炉は段丘西端部に集中しており、工房の種別によって区域
を分けていることが確認された。また、窯址近くに竪穴住居・建物址の存在が確認された。さ
らに瓦工房と土器工房については場所を変えている可能性があることも確認した。 
(2)一般調査中の試掘と発掘調査において確認した遺構より年代測定試料を採取し、各遺構の年
代を検討した。その結果、製鉄工房については、BC3 世紀と BC1～AD1 世紀、窯址については BC1
～AD1 世紀に年代が集中していることが確認された。いずれも匈奴時代には収まるが、窯址群
については、その後半期に集中することが明らかとなった。 
(3)ケルレン川上流域の 3か所の匈奴土城において、位置情報の取得とドローンを用いた測量、
さらに土器・瓦・センの表面採集を行った。この作業により、土城の規模と形状を詳細に明ら
かにした。また、採集品と窯址出土品の比較検討により、特に最も北部に位置するテレルジ土
城に、ホスティン・ボラク 3窯址の製品が供給されていることを明らかにした。一方、他の土
城については、未確認の窯址からの供給が想定できる。 
(4)土器・瓦の技術的検討と製品の中国・ロシア出土品との比較検討により、土器については詳
細な土器編年の構築についての見通しが得られた。また、瓦については、同時期の長安城など
の中心地域ではなく、内蒙古など中国の北辺地域の技術に近く、またやや古い戦国時期の技術
との共通性も確認され、技術的な系譜やそれらの導入の様子を具体的に明らかにできた。 
(5)窯址の形態を詳細に明らかにし、導入元と考えられる中国の窯址との比較検討を実施した。
その結果、製品と同様に窯についても中国の北辺地区との共通性が確認できた。また、壁体の
熱分析から焼成温度が 800 度以下と比較的低いことも確認した。 
(6)窯址周辺で磁気探査を実施し、数か所に異常地点を確認し、工房の拡がりについての情報を
得た。また、約 200ｍ西に集落跡が存在する可能性も確認した。 
(7)周辺の匈奴時代の墳墓群についても一般調査を行ったが、大型墓・大墳墓群は存在しないこ
とが確認できた。 
(8)他の生産活動についての知見を得るため、土壌サンプル・土器レプリカ調査を行った。土壌
からは栽培種を検出できなかったが、土器レプリカからは穀粒が確認でき、栽培穀物の存在が
明らかになった。また、モンゴル国立大学・モンゴル科学アカデミー所蔵の匈奴人骨の調査に
着手し、遺伝・病理・食性等のデータの蓄積を進めた。 
(9)その他に、年代決定等の比較資料として、モンゴル・ロシア国内における墳墓等の出土資料



の調査、遺跡巡検を実施し、実測・写真撮影等の資料化を行い、年代研究に活用した。 
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